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月アジモト鍵形外科佳開a

宮帽=:'"予防医学から介護支援まで-骨 7.Lt1ロ の前後過程もサポー卜しています。

保存的治療で患者さんと長く付き合う

ことも開業医としての大事な務め

整形外科医となって約� 10年、特に開業

を目指していたわけではないのですが、令

後の進路をそろそろ考えるという時期に、

たまたま眼科医である妻が開業している� 

32療所ピ� jレの� 1フロアーが空き、とれも何

かのきっかけと考え、開業を決心しました。

ただ、開業するまでは毎日のように手術を

していましたので、手術をしなくなること

に対しては、当初は戸惑いもありました。

開業して間もなく、歩くめもやっととい

う状態の重症の変形性膝関節症で、手術

を勧めても「死んでも手術は嫌だ」と言

い続ける患者さんと出会いました。何度

手術を勧めても拒否されるので、その� j変に、

医療における手術の位置づけや、患者さ

んの価値観などについて考えさせちれま

した。そして、そういう方に手術のメリット

を伝え、安心して手術を受けてもらい、� 

00しをよげることも医者の務めであるが、

保容的治療で経過を見ながら長<付き合

っていくことも開業医としての大事な務

めだと思うようになりましたの

てきるだけ患者さんの話によく耳を傾け、

その人の考え方を間き、いかに保存的に

楽にする力、を考え、漢方や誠灸といった東

洋医学も叡り入れながら、さまざまな方法

で建痛除去に努めています。単に病気を

診るのではなく、その患者さんを診て、そ

の7ちとのつながりを大事にしています。

従来の覆念にとらわれず、 上手〈カラーコーディ才{トされ~)I叩J震.

極灸治鰻豊富の� a者吉fv(1)症状やf;援に合わせださまざま与『傭

みj甚眠るための治揮をlbて1泳

骨折予防のためにはトータルケアが必要

勤務医時代は手術がメインで、骨粗懸

症にはあまり関心はありませんでした。と

ころが、開業後、圧迫骨折を次々起こして

寝たきりとなり‘認知症が進行してしまう

という患者さんを経験し、骨折予防がいか

に大切カ、ということを実感するようにな以

骨粗軽症に興献を持ち始めました

ですから現在は、腰や背中の痛みを訴

える患者さんに×線所更で骨粗露症が認

めら杓たら‘すぐに骨密度を測定して、� 3萎� 

A 

準に達していなければ治療を開始してい

ますむ その際、患者さんの状態や年齢など

を考慮し、工ピデンスに基づいて薬剤を選

択しています。骨粗緊症においで建嬬隙

去は非常に意識がありますから、明らかに

骨量が低Tしていて、圧迫骨折を起こし

ているもしくは明らかな骨折はないもの

の、骨粗軽症からくる樫痛と思われる方

には工� jレシト二ンを投与しています。骨粗

経症による圧迫骨折があって痩痛を伴う

方に工� jレシト二ンを投与すると患者さん

はその効果を実感されます力、らきちんと

治療を継続されます。また、愚考さんにも

受付l手低めのかヲシヲ で間続的.スヲンフの芳のに私主り粛をかけ

やす1甥掴現が叡沿れ&院内� iコ孟タ炉ンや生� iE!J1適所に量目寸L

患者苫fv(1)視覚的な..u二も置噂されて1渇.

よりますが、注射時の痛みによって「治療

を受けている」 という感じがするらしく、治

績に前向きになるようぢ精神的なメリ、ソ卜

もあるようです。

骨組軽症霊診療において重要なのは、や

はり骨折予防です。ですから、注射薬を含

めた投薬だけでなく、日常生活における転

倒予防の指導、食事療法、運動療法などを

いかにコーディネートて守るかが重要であ

り、トータルケアが必要だと患います� 3

アンチエイジングにも取り組む

単に痛みを訴える方の震痛隙去だけで・

なく、痛みが進行し動けなくなった方をい

かに介護するか、また、痛く在る前にいか

こ予防するかということも大切だと考え、

治療に加え、介護や予防医学?あるアン

チ工イジングにも力を入れ始めました。

アンチ工イジングは金髭療相に及びますが、

なかでも整形外科領域には加齢牲変化

による疾懇が多く、たとえは蛮 形性療関節

症など鐙痛を訴える方の多くは肥満です

から膝の治療だけでなく、減量が必要と

なります。しかし、なかなか自分ではコント

ロー� jレできませんから、そういう方には併

設の健康サポート外来で、食事、運動、サプ

リメントも含め、トータルな健康指導を提

案していきたいと考えています。� 
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